
【施策の目的と取組・現状分析】
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成果指標の状況（☆は追加した指標、※は変更した指標）
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4 成果指標の実績値は目標値に対してどうでしたか？ 5 令和２年度の目標値達成の見込みと方向付け
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【施策の振り返り】
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【結論として・・・（施策の振り返りも踏まえて）】
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上記を踏まえ、施策の目的
を実現させるためには、どの
ような「解決すべき問題への
方策」・「達成できた事項をさ
らに伸ばす方策」があります
か？
また具体的な対応・対策をど
うしますか？

▼　施策を実現するための「解決すべき問題への方策」と「達成できた事項をさらに伸ばす方策」を記入し、それらに対する今後の対応を具体的に記入してください。

施策における｢解決すべき問題への方策」　または
「達成できた事項をさらに伸ばす方策」

具体的な対応・対策

国の創業支援事業計画の認定と併せた創業セミナーの開催を支援
し、創業者の支援を行う。

事業所における若者の人材育成を支援する。
がんばる企業・人材育成事業を継続し、事業所における人材育成を
支援する。

企業の設備投資に係る支援を行う。
設備投資に係る経費の１/2を支援し、企業業績の改善及び雇用の
安定と処遇改善を図る。

２の成果目標の視点から、
問題点は何ですか？

▼　問題があると思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・町のホームページ等で事業の周知を図っているが、利用実績が少ない。
・新規創業を促すために、空き店舗の利活用計画が必要である。
・新規創業者が増える一方、後継者がいない等の理由で廃業者が増えてきている。

「目指すべき状態」に対し、こ
れまでどのような取組を行い
ましたか？

評価

創業支援体制の充実を図る。

２の成果目標の視点から施
策全体の今後の方向性は？

既存企業の現状維持の姿勢から事業拡大や二次創業、さらには創業しやすい環境整備が求められています。

施策の「対象」の現状はどの
ように変化しましたか？

▼　現状把握に努めましたか。　把握した現状とその変化、町民や議会の声などを記入してください。

・地域活力創生事業の活用を促進し、製造業者を対象とした設備投資のしやすい環境づくりを行った。
・創業希望者による相談件数が増えてきた。

２の成果目標の視点から、
成果が上がったことは何で
すか？

▼　成果があったと思われる点を、２の目標とする成果の視点から原因を踏まえて記入してください。

・がんばる企業・人材育成事業により、町内企業の人材育成が図られた。
・創業相談件数が増えた。
・ビジネスチャレンジ補助金の申請が４件あった。
・地域活力創生事業の申請が４件あった。
・先端設備等導入計画を策定した５事業者が設備投資を行い、生産性向上に繋がった。

▼ 「目指すべき状態」の実現に向けて、取り組んだことは何ですか？箇条書きで記載してください。

・がんばる企業・人材育成事業
・創業支援事業計画の認定及びビジネスチャレンジ補助金の創設
・地域活力創生事業の活用促進
・先端設備等導入促進基本計画の策定及び先端設備等導入計画の認定

商工会の創業支援の取組に加え、町の創業支援の補助事業が
創業を後押ししているため

② このままで
達成可能

当初の目標値はすでに達成しているが、目標値を上方修正し、引き
続き支援事業を継続して達成を目指す。

① 大きく上
回った

▼その理由として考えられること 見込み ▼その根拠と目標値設定（変更）の考え方

※53 ※57創業者数(累計） 人 42 44 49

施策の目的（対象・意図）は何ですか？
※対象(誰が、何が)、意図（どのようになることを目指すの
か）を対象ごとに記載してください。

①町内における創業や既存事業所の活動が活発になり、町内経済の活性化が図られている。

「目指すべき状態」になるた
めの成果目標は何ですか？

▼ 「目指すべき状態」を実現するために目標とする成果は何ですか？箇条書きで記載してください。

①地域に根ざした創業者の増加及び既存企業の事業拡大

単位
平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

実績値 目標値 実績値 目標値 目標値

基本目標(政策) 2-1 挑戦への後押しを強化します（企業支援）
関係課・係

商工観光課 雇用対策係

基本計画(施策) 2-1-1 ・挑戦を応援する環境づくり

総合計画 南会津町総合振興計画施策マネジメントシート 令和 元 年度作成

目標の柱 2 就労対策・企業支援と戦略的な取り組みによる町民所得の向上
課 係

主管課・係 商工観光課 商工振興係



12 施策を構成する事務事業

事業費(一般財源)の合計（千円） 11,297 9,969 8,060 9,969 8,06011,622
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219 110
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05 ICT人材育成事業

商工観光課

事業費

650 325 0

これまで、それほど連携が密ではなかった学（田島高校）と官（南会津町）との強固な関係が生まれつつある。また、この事業を通して田島高校生のなかに気づきが生まれたと感じる。

概要
田島高校の探究学習授業を通して、ふるさとを見つめなおし、愛するふるさとのために自分たちに何が出来るかを考え
そして行動することによって郷土愛を醸成する。併せてICTを活用した情報収集手法等を学ぶ。

成果

目的
若者にICTへの関心を誘導するとともに有能な人材を発掘し、地元企業への就職を促すという目的に加え、田島高校
の探究学習授業を通して町への関心と郷土愛を醸成することによって若者の地元定着に繋げる。

0 0

110事業費 215 215

平成30年度に手探り状態でスタートした事業であり、有効的な事業展開と具体的な成果に結び付けるにはまだ時間が
かかることが予想される。

対策
田島高校との連携をこれまで以上に密にした上で、会津大学短期大学部との協力を仰ぐ等の対策を講じてより効果的
な事業実施を目指す。

219

地域活力創生事
業

設備投資に係る経費の１/2を補助する。(上限：中小規模企業2,000千円、新規進出企業4,000千円)

6,742

森のスマートオフィ
ス開設・人材育成

事業

商工観光課

目的
ICT企業と連携して、企業研修の支援及びサテライトオフィス体験等の実施のほか、町内の子どもたちを対象としたプロ
グラミング教室の開催等を通して、人材育成と企業誘致を進める。

概要

問題 平成30年度で事業を終了したが、これまで5年間の事業成果をいかにして、最終目標であるICT企業の誘致及びICT人材の育成に結びつけるかが課題である。

地元ICT企業に事業委託し、３つの人材育成と交流人口拡大のための事業を実施した。（延べ68名参加）

成果 ３事業の人材育成事業等が開催され、事業展開へのある程度の基盤づくりができた。

雇用対策係 対策 引き続き誘致ICT企業である㈱EWMファクトリーと連携して、目標達成を目指す。

04

6,000 6,000

03

対策 商工会が窓口となり、相談窓口、創業支援研修会、各種補助金等の支援ができる体制を整備する。

事業費 3,936 3,936

02

1,700

ビジネスチャレンジ
支援事業

商工観光課

目的 本町における若者の定住促進と雇用の場を確保する。

概要

3,500 1,7003,500

0事業費

商工振興係

問題 創業者向けの創業支援体制が確立されていない。（専門知識を持つ職員がいない。）

目的 町内企業の人材育成を図り、もって町内企業の経営安定化に寄与する。

成果

雇用対策係

問題 全体事業費の比較的少ないものが多く、即大幅な雇用環境の改善ということにはならない。

対策
現行施設の改修、更新に対する補助は少ない中で、活用しやすい補助金としての位置づけで地道な支援を継続してい
く。

6,000 6,000

町内の製造業社等の設備投資の支援を行い、生産能力向上と安定雇用を後押しした。（交付件数４件）

商工観光課

目的 企業の設備投資にかかる経費を支援し、企業業績の向上と雇用の安定、従業者の処遇改善を図る。

概要

事業費 6,742

01
がんばる企業・人
材育成事業補助

金

町内企業での人材育成に寄与した。

商工振興係

問題

うち一般財源

町内において商工会の創業サポートを受けて創業する50歳以下の方に創業支援金を助成する。

成果 ４件の創業希望者に補助金を交付し、創業を後押しした。

250 250 250

概要 町内企業の人材育成のための研修費及び資格取得に対して助成する。

成果

製造業では、新規学卒者等の若い世代の求人が少ない。

対策 若い世代への人材育成費の支援を拡充し、製造業や建設業等の人材育成をしやすい環境づくりを支援する。

事業費

商工観光課

79 79 250

番
号

事務事業名
（令和元度新規事業に

★）

所管課

担当係

事業の目的、概要、成果、問題、問題に対する対策を簡潔に記載してください。（2行以内）

事業費(千円)

30年度決算額 うち一般財源 元年度予算額 うち一般財源 ２年度見込み額


